
第9巻　第7号 305

川Ill川1川ll川lll川1川川川II門IH川川川駐1川1111111t川ll川III田1川IIIIII川ll川川ltl川lll川ll川lllrlrl川川1！ll川！lltl田II且川川II川1川IHi闇1川ll川IHIIU瞥1皿lll川擢lllll鵬lmllll謹龍研究速報

　　　　　　　　　　　　バレル仕上に関する2，3の実験（その2）
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　X　混合比による仕上量の変化

　前報1）にひきつづきバレル仕上に関する実験を行っ

た．装置および材料は全く前回と同一である．

　まず混合比による仕上量の変化を求めた．この実験の

目的は実用上よりみればどの程度まで工作物の量を多く

することができるかを調査することができ，仕上機構の

検討という点よりみれば，メディアの目詰りが起るかど

うかをし

らべるこ

とができ

る．前回
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　　　　　第1図　仕上量におよぼす混合比の影響（1）

回転数14rpmの条件で混合比を種々にかえて仕上量
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　　　　り判るとおり混

　　　　線的に仕上量が
1

　　　　増大している．

　　　　しかし混合比が

　　　　増すと仕上量が

　　　　減少し，メディ

　　　　アの目詰りの影

　　　響がみられること

　　　をZ下している．仕

　　」二量々ま8：1ない

　　　し211の範囲内

　　　で大差なく，什上

　　　時間5時間後にお

　　　ける仕上量を混合

　　比に対して図示し

　　“たものが第2図で

　　　ある．

　表面粗さの測定および表示は前報通りである．ただし

ここでは粗さは最大高さの平均値をとっている．

　初表面としてエメリー紙1G仕上，混合比8：1，14

rpmの条件にお　　　1
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初表面：エメリ・一一紙1G仕E
混合比：8：1　回転数：14rpm
第3図　仕上時間による表面粗さ
　　　　の変化 2・　表面粗さ

いて，加工時間

と共に粗さの減

少する割合を求

めたものが第3

図であり，大略

4～5時間で平定

粗さに達してい

るようである．

　混合上七をカ・え

た砺合の粗さの

変化の一例を第

4図および第5

図に示した．こ

れよりみると混

合比は粗さに影

響を及ぼしてお

り，必要な表面

粗さによって混

合比を選ばなけ

ればならないこ

とが判る．

　3．

　　の摩耗

　メディアの摩

耗は少ない方が

よいが，メディ

ア表面の目詰り

や凸起の除去な

どの作用を考え

るとある程度摩

耗することは必

要なことであ

るvA，C，Dの

3種のメディア

を34fpmで水
のみで転摩した

場合の摩耗牡を

第6，7，8図に

示す．三者とも

に初期において
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　　第6図　メディアの摩耗（1）、
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㎜粒度分布％5ー

0　　　　　　5e　　　　　　綱
　　　　積算回転叡　A田）

メディア：D，充填量：19kg
容毒瀞ヒ：70．7％

第9図　メディアの摩耗（3）

　　左：初期の分布
　　右：34rpm，54時間回転後
第9図　メディア摩耗試験による粒
　　　度分布の変化

は摩耗が多い

が，次第に少な

くたり一定の摩

耗量を示すよi

になる．またA

はC，Dに比し

て摩耗量が大き

し㌔

　このような条

件における転摩

においては大体

5万回転程度で

摩耗量は安定し

ている．もちろ

ん摩耗量の平定

と表面の平滑化

とは別問題であ

るかもしれない

が，メディアの

使用前には大体

この程度のなら

し回転が必要で

あろう．メデ1

アの粉砕機槽は極めて微細な粉末となる場合と破砕によ

りて大きくわれるものと二っが考えられるが．加工の場

合も摩耗試験の場合もこの報告の範囲内においては破砕

によって割れることはほとんどなく，微細な粉末となっ

て摩耗している．第8図に54時間の摩耗試験前後にお

ける粒度分布を示す．摩耗試験によって粘度は小さい方

にずれているが，破砕されるものは極めて少ないことが

判る．

　4．仕上表面

　黄銅試料による工作物表面の電子回折隊は連続環であ

ってなんらの方位配列を有しないことは前報においての

べた．今回は黄銅よりもさらに方位配列をしやすいと考

えられるアルミ；ウム青銅（Al，7．77％）にっいて実験

を行った．この試片の表皮部の電子回折像は表面を備か

左：パレノL仕上面（110）繊維組織

右：ラッピン． O仕上面
第10図　仕上酉の電子回折像

にエッチする二とにより工作条件の如1可に拘らず第10図

左に示すような（110）方位配列，すなわち〔110〕軸を加

工面に垂直にする方f立配列がえらオしk．高橋りによれ1ま

（110）方位配列は面心立方格子金属が圧縮加工を受1寸た

紐織であO　’，バレル仕上の表面組織は主として圧緒加工

をうけている．ということができる．これat同一合金のラ

ッピング面が最表部に近い部分が勢断組織を示す⊂111〕

方位配列，下部には第ヱO図右に示すような複雑な繊維

組織を示すのと対照して両者の研摩機構のちがいを知る

ことができよう．

上：加工前（エメリー紙ユG仕上）
下：加ユニ後　　　　　　　　〉／2，玉oo

第11図　表面の電子顕徴鏡写真

　第ユ1図は伍

上前後の題子

顕微鏡写真を

示Lている．

下図の仕上面

の写真よりみ

ろと，バレル

仕上面に測念

平坦な面の・一

部に密集tた

小孔を有す三

面である．条

痕馬観察され

るが浅くて幅

の広い条痕で

あり，引かき

作用は割合軽

徹であbこと

を不してい
る．

．バレル仕．ヒがバレルの底部において圧縮力によって加

工が行われるのか，上層部のすべり層において加コニが行

われるのかはいまだ結論をえていtsいようである．上記

の実験結果よりみれば，底部において加r．が行われる2

考えた方がよいと思われる結果がでている．し，b・　Lこの

問題についてはより適切な検討方滋があるので，いまに

結論を下さないことにする．

　この研究は文部省科学研究費による総合研究班の一員
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